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＜病棟連絡事項＞
・売店タブレットの商品受領は当日のうちに処理をお願いします。

・小台車が3～4名分空いていることから、候補を選定していきましょう。佐藤友子様、出町京子様、兼田順子様を変更していきます。
・クロザリル導入までの流れや詳細について柳田Nsよりメールが来ています。各自参照して下さい。
＜ベッドコントロール＞

・藤井　理代様～本日東病棟へ転出、7/4西病棟へ転入予定となっています。
・中村　征美様～本日東病棟へ転出、7/4西病棟へ転入予定となっています。7/10北病棟へ転出予定となっています。
・藪　真弓様～本日東病棟から転入となっています。
・十日市　由紀子様～7/4北病棟へ転出予定となっています。
＜患者様連絡事項＞
・西舘　ミネ様～本日外泊より帰院しています。サービス利用の希望はなく、外泊中は入浴出来たとの事です。他詳細はカルテ参照して下さい。
・長瀬　伸也様～本日10:00から7/5の15:00まで外泊となっています。

・出町　京子様～GAF50点で入力済みです。
・内山　陽大様～GAF30点で入力済みです。

・中村　征美様～昨日主治医・母様共に入院形態の変更について了承されています。7/9診察時に任意入院の切り替えをお願いします。

・松原　千積様～妹様へ主治医面談の日程調整のため架電していますが不在、折り返しあれば妹様の都合よい日程を確認していきましょう。
・古積　幸太様～青風荘の体験について本人より了解得られたことから見学を実施していく事としています。日程決まり次第青風荘からPSWへ連絡が来る事となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・兼田　順子様～業者洗濯に出したものが返ってこないと訴えを繰り返す事があります。退院後、独居であることから本人と担当看護師で相談して自己洗濯の切り替えについて検討していきましょう。
・十日市　由紀子様～昨夕血糖69mg/dlで低血糖あり、本人所持していたブドウ糖使用し172mg/dlまで改善しています。主治医より低血糖時はフローに従い対応するよう指示があります。低血糖持続するのであれば決め打ちのアピドラ注を単位変更検討とのこと。

・川村　享様～昨準ベッド上に泥状便多量に排泄されているのを発見しています。体重の+1kg/日で経過しており多飲水はありません。引き続き便性状や量を確認し必要であれば薬剤変更の相談も検討していきましょう。
・田名部　幸子様～昨準は頓服使用しており、日中も確認行為や話し掛け頻回にあります。臨時薬追加となったばかりであるため引き続き精神症状の観察をしていきましょう。
・佐藤　友子様～福井宏様のベッド臥床する、Aユニットの居室ドアを開けて歩く、Aユニット洗面台で洗顔しているなどの行動があります。所在確認の徹底や居室を覚えるまでは他者トラブルに注意していきましょう。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・鹿原　一様～診察では、恐怖心の訴え聞かれるも原因についてはわからないと話す。主治医より、明日退院予定とはなっているが、調子が悪いといった際には退院日を延期できることも説明され、頷いている。処方変更なし、退院時処方15日分指示頂く。
・古舘　正行様～診察では、主治医より退院となる話を受けて頷いている。調子についても悪くないと。退院指示、処方それぞれ指示いただく。初外来日：7/22 11:00⇒退院時処方20日分、不穏時20回分処方いただく。
・瀬川　高雄様～診察では、クロザリル導入に関して『白血球の数値が下がり血糖値が上がる』といった内容が気になった事、幻聴は今もほぼ毎日自身に向けられた悪口のようなかたちで聞こえてきている事など本人より訴えあり。クロザリル導入に関してはっきりと拒否するような言動は聞かれず、ひとまず今後導入を見据えて薬剤調整していくこととした。処方は、ロドピンが中止となり他変更なし。
・川村　享様～診察では、「調子はいい」「身体もなんともない」と話され穏やか。処方変更なし。
・佐々木　康子様～診察では、他室侵入に関しては覚えがないと否定されている。入浴や食事はこのままの調子で続けるよう伝えられ、頷いている。処方変更なし。
・木口　柊太郎様～診察では、現状のまま外出泊や自宅へ帰りたいといったことをご両親に伝えるのは『入院前の事を反省出来ていない』と捉えられても仕方ない行動であると考えられるためあまりおすすめできないこと、外出泊も遊びに行く事や学校へ行く事を許可したわけではなく施設入所に必要な見学や体験利用の際には許可とすること伝えられ、本人は渋々ながら頷いている。今後も本人から同様の訴えがあった場合には上記説明していく。処方変更なし。
・古積　幸太様～診察では主治医より自分以外の誰かに頼って安定するといった事がないよう、まずは自立を目指して集中するようにとお話受けている。また、退院後に関して外出泊は咎めないが退院先の施設の方針に従うようにと話をされ頷いている。また、夜間浅眠であることで、夕に飲んでいるインチュニブが影響している可能性もあるとのことで夕→朝に変更、他就床前薬にトラゾドン(25)1T追加となる。
・榊　正博様～診察では、調子は悪くない事、退院前に聞きたい事について問われるも「特に…」と話される。退院指示、初外来日までの退院時処方、訪問看護7/26開始の指示頂く。 
＜深澤Dr.患者様退院支援委員会会議＞

・山本　久美子様～家族は当院関連施設への退院を希望しています。2月に面会した際に落ち着いている印象あり、差し入れは家族からであることを伝えて欲しいと希望されています。隣室患者がいると過敏に反応し大声をあげる、妄想言動の悪化などがあり精神症状の観察が必要です。
・竹林　幹彦様～家族は施設への退院希望があり南山苑の提案をしています（要介護1）。運転免許について本人より更新の希望聞かれていますが主治医より疾患を理由に半年間は延長できること説明されています。不定期で高血糖となりインスリン注射実施していますが盗食はなく経過しています。
・中山　真由美様～本人は自宅、妹様は施設への退院希望があります。青山荘の提案もありましたが生活保護受給を本人が拒み収入確保が出来ないため退院先の確保が難航しています。頓服使用は頻回で薬剤に対する拘りや集団活動への参加拒否があります。
・金山　辰巳様～家族は施設への退院希望があります。市民病院への定期受診や外出には家族同伴しますが、外泊は行わず最低限の関わりが続いています。介入に対し攻撃性を示し受け入れ先の確保が難航しています。
・佐藤　友子様～退院先は施設の予定となっています。要介護2ついており、南山苑または田子町の施設申し込み予定となっています。
・大平　香奈様～姉様より7/12で退院希望あります。通院先はおおぞらクリニックで設定予定となっています。デイケアやヘルパー利用については計画相談と姉様で相談しているとのことです。

・磯島　武弘様～医療観察法の再入院申立中となっています。薬剤の服用方法などに拘りが強く、金銭管理が出来ないことから都度介入を要しています。
